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今
年
も
7
月
か
ら
8
月
に
か
け
、
北
海
道

か
ら
沖
縄
ま
で
の
全
国
36
支
部
で
支
部
総

会
・
父
母
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
日
本
各
地
で
の
猛
暑
や
豪
雨
被
害
な
ど
、

あ
ら
た
め
て
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
思
い

知
ら
さ
れ
た
2
カ
月
で
も
あ
り
ま
し
た
。
被

災
さ
れ
た
ご
家
庭
に
お
い
て
は
、
一
日
も
早

く
平
穏
を
取
り
戻
さ
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
お

り
ま
す
。

　
各
支
部
の
総
会
で
は
、
新
支
部
長
、
新
役

員
に
よ
る
新
体
制
が
無
事
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
父
母
懇
談
会
で
は
勉
学
や
学
生
生
活
、

就
職
活
動
の
状
況
な
ど
、
大
学
の
教
職
員
の

方
々
か
ら
鮮
度
の
高
い
情
報
を
ご
説
明
い
た

だ
き
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
は
疑
問
や
不
安
を

解
消
し
て
安
心
し
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま

す
。一

方
、
課
題
も
痛
感
し
ま
し
た
。
今
や
地

方
出
身
学
生
の
割
合
は
全
学
生
の
約
2
割
と

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
法
政
大
学
は
日
本

有
数
の
総
合
大
学
で
す
が
、
そ
の
人
材
の
多

様
性
は
地
方
の
魅
力
を
知
り
、
郷
土
に
誇
り

を
持
つ
学
生
が
多
い
こ
と
で
も
支
え
ら
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
で
法

政
大
学
の
魅
力
を
発
信
し
、
地
方
か
ら
法
政

大
学
を
志
望
す
る
学
生
を
増
や
す
こ
と
が
重

要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
5
支
部
で
大
き
な
節
目
と
な
る

周
年
行
事
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
新

潟
県
支
部
は
50
周

年
、
鹿
児
島
県
支

部
は
30
周
年
、
そ

し
て
秋
田
県
、
山

口
県
、
熊
本
県
支

部
は
20
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
地
元

の
高
校
生
を
対
象

に
し
た
進
学
相

談
会
や
、
田
中

優
子
総
長
に
よ

る
公
開
文
化
講

演
会
な
ど
、
校

友
会
と
連
携
し

た
特
色
の
あ
る

企
画
で
、
記
念

行
事
を
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
あ
ら
た
め
ま
し
て
、
全
国
各
支
部
の
役
員

の
皆
さ
ま
に
は
支
部
総
会
・
父
母
懇
談
会
開

催
の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
退
任
さ
れ
た
役
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
こ

れ
か
ら
も
新
役
員
の
皆
さ
ま
を
支
え
て
い
た

だ
き
、
法
政
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
末
永
く
お

付
き
合
い
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
後
援
会
の
活
動
の
源
泉
は
、
子
を
思
う
親

心
だ
と
思
い
ま
す
。
息
子
、
娘
た
ち
が
法
政

大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
心
の

軸
と
な
る
よ
う
に
、
私
た
ち
後
援
会
は
大
学

や
校
友
会
と
連
携
し
て
、
教
育
環
境
充
実
の

た
め
に
会
員
の
皆
さ
ま
と
力
を
合
わ
せ
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
末
筆
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
支
部

総
会
・
父
母
懇
談

会
開
催
に
当
た

り
、
田
中
総
長
を

は
じ
め
多
く
の
大

学
教
職
員
の
皆
さ

ま
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ

の
場
を
借
り
て
御

礼
申
し
上
げ
ま

す
。

2
0
1
8
年
度
支
部
総
会
・
父
母
懇
談
会
総
括

後
援
会
会
長 

小
澤 

徳
（
直
之
／
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
）

後
援
会
だ
よ
り
「
子
ど
も
の
母
校
は
我
が
母
校
」

「
後
援
会
だ
よ
り
」
は
後
援
会
が
保
護
者
の
皆
さ
ま
と
作
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
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山
口
県
支
部
は
、
8
月
5
日
（
日
）
に
湯

田
温
泉
ホ
テ
ル
か
め
福
に
て
、
支
部
総
会
・

父
母
懇
談
会
、
そ
し
て
創
立
20
周
年
記
念
行

事
を
開
催
し
ま
し
た
。

前
日
の
8
月
4
日
（
土
）
に
は
、
山
口
県

下
の
高
校
生
と
保
護
者
へ
向
け
て
の
進
学
説

明
と
し
て
、
田
中
優
子
総
長
よ
り
「
な
ぜ
大

学
へ
行
く
の
？
」
と
題
し
た
講
演
と
進
路
相

談
を
催
し
ま
し
た
。
熱
心
に
個
人
面
談
に
取

り
組
む
高
校
生
の
姿
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
法

政
大
学
へ
の
入
学
を
希
望
す
る
子
ど
も
た
ち

へ
の
よ
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

支
部
総
会
で
は
、
田
中
総
長
よ
り
退
任
す

る
役
員
の
一
人
一
人
に
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
父
母
懇
談
会
で
は
、
学
生
た
ち
の

普
段
の
様
子
や
就
職
活
動
に
つ
い
て
、
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方

か
ら
説
明
が
あ
り
、

大
学
全
体
で
手
厚
い

活
動
と
フ
ォ
ロ
ー
を

常
に
行
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
が
伝

わ
り
ま
し
た
。

20
周
年
記
念
行
事

で
は
、
田
中
総
長
が

「
江
戸
か
ら
考
え
る

変
革
の
時
代
」
の
講

演
を
開
催
。
現
代
社

会
が
直
面
す
る
課
題

は
、
江
戸
の
文
化
か

ら
学
べ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
斬
新
な

講
演
で
し
た
。
そ
の

後
、
山
口
県 

校
友
会

を
代
表
し
て
、
岩
国
市
の
福
田
良
彦
市
長
よ

り
、
創
立
20
周
年
の
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
田
中
総
長
と
の
記
念
の
写

真
撮
影
の
た
め
に
順
番
待
ち
の
列
が
出
る
ほ

ど
の
大
人
気
で
し
た
。
応
援
団
に
よ
る
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
迫
力
あ
る
応
援

に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
終
盤
の
校
歌
斉
唱
で

は
、
全
員
で
肩
を
組
ん
で
輪
に
な
り
、
肩
を

揺
ら
し
な
が
ら
歌
い
、
エ
ー
ル
を
上
げ
ま
し

た
。
と
て
も
貴
重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。

1
年
前
の
役
員
会
か
ら
準
備
を
始
め
、
ご

協
力
い
た
だ
い
た
大
学
や
後
援
会
事
務
局
の

皆
さ
ま
、
近
隣
県
支
部
の
皆
さ
ま
に
は
、
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
口
県
支
部
創
立
20
周
年

支
部
総
会
・
父
母
懇
談
会
を
終
え
て

山
口
県
支
部
長  

藏
田 

隆
行 

（
大
輝
／
法
学
部
）

秋
田
県
支
部
は
、
7
月
8
日
（
日
）
に
め

で
た
く
創
立
20
周
年
記
念
事
業
を
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
大
学
を
筆
頭

に
、
校
友
会
、
後
援
会
本
部
、
秋
田
県
校
友

会
、
後
援
会
秋
田
県
支
部
歴
代
の
役
員
お
よ

び
会
員
の
皆
さ
ま
、
さ
ら
に
は
法
政
大
学
を

選
ん
で
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
お
か
げ
で
あ

る
と
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

支
部
総
会
・
父
母
懇
談
会
で
は
、
田
中
優

子
総
長
に
よ
る
公
開
文
化
講
演
会
を
含
む
周

年
記
念
の
セ
レ
モ
ニ
ー
と
、
祝
賀
会
を
兼
ね

た
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
後
の
父

母
懇
談
会
で
は
、
秋
田
県
校
友
会
の
方
々
か

ら
、
就
職
時
に
求
め
ら
れ
る
人
材
に
つ
い
て

の
助
言
も
い

た
だ
き
ま
し

た
。
周
年
記

念

セ

レ

モ

ニ
ー
で
は
、

男
鹿
な
ま
は

げ
太
鼓
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
に
続
き
、

歴
代
役
員
へ

の
感
謝
状
贈

呈
、
参
加
者

全
員
に
は
記

念
タ
オ
ル
と

ほ
う
せ
い
茶

を
用
意
し
ま

し
た
。
江
戸

と
秋
田
蘭
画

を
分
か
り
や

す
く
関
連
付

け
て
説
明
く

だ
さ
っ
た
田
中
総
長
の
公
開
文
化
講
演
会

「
江
戸
か
ら
考
え
る
変
革
の
時
代
」
で
は
、
参

加
者
全
員
が
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
講
演
を

聴
講
し
た
人
数
は
、
佐
々
木
郁
夫
校
友
会

長
、
小
澤
徳
後
援
会
長
を
含
め
て
1
3
8

人
。
さ
ら
に
、
祝
賀
・
懇
親
会
に
は
78
人
が

参
加
し
、
本
事
業
に
花
を
添
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

秋
田
県
に
お
い
て
は
、
少
子
化
や
多
様
化

す
る
社
会
問
題
な
ど
、
今
後
の
課
題
も
多
く

あ
り
ま
す
が
、「
子
ど
も
の
母
校
は
我
が
母

校
」
の
合
言
葉
で
、
30
周
年
を
目
指
し
て
さ

ら
に
発
展
、
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

秋
田
県
支
部
創
立
20
周
年

記
念
事
業
を
終
え
て

秋
田
県
支
部
長   

山
本 

暢
三 

（
梢
／
経
済
学
部
）
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去
る
8
月
26
日
（
日
）、
支
部
総
会
・
父
母

懇
談
会
さ
ら
に
熊
本
県
支
部
創
立
20
周
年
記

念
行
事
と
し
て
、
田
中
優
子
総
長
の
公
開
文

化
講
演
会
と
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
田
中
総
長
と
小
澤
徳
後
援
会
会
長
が
臨
席

さ
れ
た
総
会
で
は
、
2
0
1
7
年
度
の
事
業

お
よ
び
決
算
報
告
、
2
0
1
8
年
度
の
事
業

計
画
案
、
予
算
案
、
新
役
員
発
表
な
ど
、
全

て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
た
後
、
新
役
員
の
紹

介
と
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
行
事
で
は
、「
江
戸
か
ら
考
え
る
変
革

の
時
代
」
の
演
題
で
田
中
総
長
の
講
演
が
催

さ
れ
ま
し
た
。
大
学
、
後
援
会
、
校
友
会
の

共
催
に
よ
る
公
開
文
化
講
演
会
と
い
う
形
式

を
と
り
、
一
般
来
場
者
も
含
め
て
来
場
者
は

1
8
0
人
を
超
え

ま
し
た
。

　
講
演
の
中
で

は
、
田
中
総
長
は

熊
本
に
関
す
る
話

題
を
多
く
盛
り
込

ん
で
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
ま
た
今
回

は
、
熊
本
県
在
住

の
思
想
史
家
で
あ

る
渡
辺
京
二
氏
と

の
対
談
も
あ
り
、

非
常
に
興
味
深
く

拝
聴
し
ま
し
た
。

講
演
会
の
終
了
後

に
は
、
サ
プ
ラ
イ

ズ
ゲ
ス
ト
と
し

て
、
熊
本
県
P
R

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
く
ま
モ
ン
が
来
場
者
の
見

送
り
に
登
場
。
触
れ
合
い
や
写
真
撮
影
に
気

軽
に
応
じ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
懇
親
会
に
も
、
大
学
、
校
友
会
、
後
援
会

か
ら
多
く
の
方
々
が
参
加
く
だ
さ
り
、
盛
大

な
会
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
は
、
恒
例
の
大

学
校
歌
斉
唱
で
す
。
現
役
時
代
は
応
援
団
長

を
務
め
て
い
た
熊

本
県
校
友
会
の
小

田
栄
一
会
長
に
音

頭
を
取
っ
て
い
た

だ
き
、
参
加
者
全

員
で
肩
を
組
ん
で

の
校
歌
斉
唱
で
、

終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

2
0
1
8
年
熊
本
県
支
部
総
会
・

父
母
懇
談
会
と
公
開
文
化
講
演
会
報
告

熊
本
県
支
部
長  

松
浦 

寛
幸 

（
大
河
／
生
命
科
学
部
）

新
潟
県
支
部
は
今
年
、
創
立
50
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
れ
も
支
部
会
員
は
も
ち
ろ

ん
、
大
学
、
後
援
会
本
部
、
校
友
会
の
皆
さ

ま
を
は
じ
め
、
大
勢
の
方
々
の
お
か
げ
と
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
43
年
の
発

足
以
来
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
歴
代
役
員
の

先
輩
方
に
も
敬
意
を
表
す
次
第
で
す
。

50
周
年
事
業
と
し
て
は
、
田
中
優
子
総
長

の
公
開
文
化
講
演
会
と
懇
親
会
で
の
応
援
団

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し

た
。総

長
講
演

会
は
、
法
政
O
B
で
あ
る

B
S
N
新
潟
放
送
の
工
藤
淳
之
介
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
に
司
会
を
お
願
い
し
ま
し
た
。「
江
戸
か

ら
考
え
る
変
革
の
時
代
」
を
演
題
に
、
ゼ
ミ

合
宿
で
佐
渡
に
訪
れ
た
お
話
や
、
浮
世
絵
な

ど
の
解
説
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
大
盛
況
で
あ
り
ま

し
た
。

校
友
会
新
潟
県
支
部

の
強
力
サ
ポ
ー
ト
に
よ

り
、
新
潟
県
が
運
営
す

る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
新

潟
文
化
物
語
」
へ
の
情

報
掲
載
、
杉
本
信
行
副

支
部
長
の
B
S
N
ラ
ジ

オ
生
出
演
に
よ
る
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
新

潟
日
報
や
日
本
経
済
新

聞
紙
上
で
の
記
事
掲
載

な
ど
、
多
様
な
告
知
が

実
現
し
た
お
か
げ
で
、

一
般
来
場
者
と
校
友
会
・
後
援
会
で
3
0
0

席
が
埋
ま
り
、
大
盛
況
で
し
た
。

懇
親
会
で
の
応
援
団
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
は
、
応
援
団
員
と
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
に

よ
る
演
舞
披
露
で
し
た
。
チ
ャ
ン
ス
法
政
か

ら
校
歌
斉
唱
ま
で
、
参
加
者
も
一
体
と
な
っ

て
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
後
、
サ
プ
ラ
イ
ズ

が
あ
り
ま
し
た
。
2
0
1
6
年
に
発
生
し
た

新
潟
県
糸
魚
川
市
の
大
規
模
火
災
の
復
興
支

援
と
し
て
、
法
大
応
援
団
が
動
画
サ
イ
ト
に

エ
ー
ル
を
送
る
動
画
を
公
開
。「
応
援
動
画
を

見
た
市
民
の
方
々
が
、
大
変
励
ま
さ
れ
た
と

喜
ん
で
い
ま
し
た
」
と
、
糸
魚
川
市
長
か
ら

田
中
総
長
へ
お
礼
状
が
届
い
た
の
で
す
。
玉

木
浩
副
支
部
長
が
代
読
し
、
田
中
総
長
へ
と

お
渡
し
し
ま
し
た
。
応
援
団
の
素
晴
ら
し
さ

を
再
認
識
し
、
法
政
大
学
を
誇
り
に
思
っ
た

瞬
間
で
し
た
。

感
謝
。
青
年
日
本
の
代
表
者
「
若
き
日
の
誇
り
」

（
新
潟
県
支
部
50
周
年
事
業
報
告
）

新
潟
県
支
部
長  

山
田 

昭
治 

（
大
地
／
法
学
部
）
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6
月
23
日
（
土
）、

市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

の
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
・

タ
ワ
ー
26
階
ス
カ
イ

ホ
ー
ル
に
て
、
後
援

会
役
員
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
役
員
研
修

会
で
は
、
2
つ
の
講

演
を
通
し
て
、
法
政
大
学
の
「
現
状
と
今
後
」

を
知
る
た
め
に
、
大
学
内
で
行
わ
れ
て
い
る

授
業
の
知
識
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
1
つ
目
の
講
演
は
、
増
田
正
人
常
務
理
事

に
よ
る
「
H
O
S
E
I
2
0
3
0
と
法
政
大

学
の
今
」
で
、
今
年
度
の
法
政
大
学
の
受
験

者
数
が
全
国
2
位
、
実
受
験
者
数
で
も
2
位

と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
田
中

優
子
総
長
の
進
め
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略

が
奏
功
し
、
い
い
も
の
を
伝
え
る
と
い
う
広

報
活
動
が
浸
透
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
は

な
い
か
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

「
H
O
S
E
I
2
0
3
0
」
と
い
う
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
の
進
捗
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
中

期
経
営
計
画
の
現
状
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
続
い
て
、
2
つ
目
の
講
演
と
し
て
、「
人
工

知
能
と
社
会
〜
近
未
来
の
世
界
を
考
え
る

〜
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
情
報
科
学
部
の
藤
田

悟
教
授
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
今

話
題
と
な
っ
て
い
る
A
I
（
人
工
知
能
）
に

つ
い
て
の
講
演
で
し
た
。「
A
I
は
人
間
の
仕

事
を
奪
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」
と
い

う
疑
問
に
対
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
歴
史

を
ひ
も
と
き
、
現
状
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
の

考
察
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
一
例
と
し
て
自
動
翻
訳
で
A
I
を

使
用
し
た
場
合
を
想
定
し
、
A
I
の
得
意
な

と
こ
ろ
と
不
得
意
な
と
こ
ろ
、
さ
ら
に
多
く

の
方
が
使
用
し
て
い
る
S
N
S
の
危
険
性
な

ど
も
、
具
体
例
を
交
え
な
が
ら
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
、
日
ご

ろ
見
聞
き
す
る

機
会
の
少
な
い

情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
て
、

と
て
も
有
意
義

な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

「
後
援
会
役
員
研
修
会
」
報
告

後
援
会
総
務 

清
水 

伸
行 

（
智
洸
／
情
報
科
学
部
）

8
月
25
日
（
土
）
に
城
山
ホ
テ
ル
鹿
児
島

に
て
、
鹿
児
島
県
支
部
総
会
・
父
母
懇
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
田
中
優
子
総
長
、
小
澤

徳
後
援
会
会
長
を
は
じ
め
、
9
人
の
来
賓
の

方
々
に
出
席
い
た
だ
い
た
支
部
総
会
で
は
、

全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
た
後
、
新
役
員
が

選
出
、
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
父
母
懇
談
会
で
は
、
学
生
生
活

や
履
修
、
就
職
状
況
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明

や
、
６
月
に
開
催
し
た
県
出
身
の
学
生
交
流

会
の
報
告
が
あ
り
、
情
報
交
換
で
活
発
な
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

30
周
年
記
念
事
業
と
し
て
は
、
県
校
友
会

と
合
同
で
田
中
総
長
の
特
別
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。「
江
戸
か
ら
考
え
る
変
革
の
時

代
」
と
題
さ
れ
た

講

演

会

は
、

1
5
0
人
を
超
す

後
援
会
、
校
友
会

の
関
係
者
ら
が
参

加
。
鹿
児
島
県
の

文
化
的
特
色
や
歴

史
を
振
り
返
り
な

が
ら
、
そ
れ
が
現

在
に
ど
の
よ
う
に

つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
を
考
え
る
き
っ
か
け

と
な
る
よ
う
な
内
容
で
、
貴
重
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

懇
親
会
は
、
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷

ど
ん
」
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
に
合
わ
せ
た
、
鹿

児
島
実
業
高
等
学
校
書
道
部
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
ス
タ
ー
ト
。
会
場
全
体
が

祝
賀
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
、
30
周
年
に
花
を
添

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
恒
例
の
校
歌
斉

唱
・
エ
ー
ル
の
際
に
は
、
約
1
5
0
人
の
参

加
者
全
員
で
輪
を
つ
く
り
、
今
ま
で
の
県
支

部
長
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

は
、
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。

最
後
に
30
周
年
記
念
事
業
開
催
に
当
た

り
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ま

に
、
深
く
感
謝
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
支
部
30
周
年
記
念
事
業
・
総
会
・
父
母
懇
談
会

を
終
え
て（
校
友
会
九
州
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
合
同
開
催
）

鹿
児
島
県
支
部
長  

大
迫 

隆
男 

（
柊
斗
／
経
済
学
部
）
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